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 プロジェクトの評価 

 事業実施のための前提条件 

プロジェクト実施のための前提条件は次のとおりである。 

① タマブア・イ・ワイ橋の建設時には、主桁の製作ヤード（120m×10m=1,200m2）及びスト

ックヤード（105m×25m=2,625m2）等を含め仮設ヤードとして 23,800m2（170m×140m）程

度の用地が必要となる。一箇所でこの面積を確保できない場合は、二箇所に分けて確保す

る。今後、詳細設計時において候補地を特定し、当該地を利用している利用者がいる場合

は、立ち退き等を PQ 公示までに完了することが必要である。 

② 橋梁建設に伴い環境影響評価（EIA）の許認可が必要となる。 

③ PQ 公示までに土取り場及び採石場として適切な候補地を選定する。 

④ 土取り場、採石場の採掘許可及び樹木伐採の許可が必要となる。 

 

 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

プロジェクトの効果を発現・持続するため相手国側が取り組むべき事項は、以下の通りである。 

① 本プロジェクトを円滑に遂行するために、本報告書「3-5-1-2 フィジー国側負担経費」に記

述した予算を事前に確保する。 

② 上記の内、施工ヤード等の借地の確保は工事開始迄に確実に完了することが必要である。 

③ 本プロジェクトによって建設された橋梁・道路・護岸の永続的な機能を確保するために、

本報告書「3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画」に記述された維持管理業務とそれに必

要な要員および費用を確保する。 
 

 外部条件 

プロジェクトの効果を発現・持続するための外部条件を以下に列記する。 

① 新橋及び取付け道路は設計速度 50km/h で設計されているが、市街地であり、事故防止のた

めにこの設計速度を順守するように速度規制（50 km/h）の標識を設置する等、安全対策の

措置を励行すること。 

② 新橋及び取付け道路は、トレーラー荷重（43 トン）も包括する設計荷重で設計されている

が、耐用年数維持のために過積載の禁止及び取締り等の措置を励行すること。 
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 プロジェクトの評価 

 妥当性 

以下の点から、我が国の無償資金協力により事業を実施することは妥当であると判断される。 

① プロジェクトの裨益が、スバ首都圏とフィジー第二の都市ラウトカ及びナンディ空港があ

るビチレブ島北西部地域、さらにナウソリ空港のあるビチレブ島北東部地域を含む相当数

の一般国民に及ぶこと（直接的にはグレーター・スバ市街 108,016 人、ビチレブ島北西部

地域 247,708 人、ビチレブ島北東部地域 177,678 人の合計 533,402 人。間接的にはフィジ

ー国民 89 万人）。 

② プロジェクトの効果として、フィジー国の最重要幹線道路であるクイーンズロードとキン

グスロードの輸送ネットワークの強化、安定交通の確保、交通の円滑化、社会経済の活性

化等があり、物流の円滑化及び住民の生活改善に緊急的に求められていること。 

③ フィジー国側が独自の資金と人材・技術で完成後の運営・維持管理が行うことが出来、過

度に高度な技術を必要としないこと。 

④ 首都圏交通戦略（Greater Suva Transportation Strategy 2015-2030）（2014 年 8 月）において

は、FRA では、2014 年にスバ首都圏の短中長期的な道路網整備計画を取りまとめている。

この中でタマブア・イ・ワイ橋が位置するクイーンズロードの整備に関連するプロジェク

トが提案されており、本プロジェクト「タマブア・イ・ワイ橋架け替え計画」の重要性は

高い。 

⑤ 対フィジー国別開発協力方針（2019 年 4 月）において「脆弱性の克服」及び「環境・気候

変動」のための支援を重点分野としており、本プロジェクトは重点分野「環境・気候変動」

の開発課題の一つである「防災プログラム」に合致する。 

⑥ 本プロジェクトにおいては、環境面の負の影響が殆ど無いこと。 

⑦ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくプロジェクトが実施可能であるこ

と。 

⑧ 対象橋梁は PC3 径間連結ポストテンション方式スラブ桁橋であるため、フィジー国の技

術による設計、施工は困難であり、日本の技術を用いる必要性・優位性があること。 
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 有効性 

 定量的効果 

本プロジェクトの実施により、見込まれる定量的効果は以下の通りである。 

 

指標名 
基準値 

（2018 年実績値） 

目標値（2027 年） 

【事業完成 3 年後】 

交通量（台／日） 21,414 29,500 

輸送量 旅客数（人／年） 25,998,000 37,236,000 

輸送量 貨物量（t／年） 4,378,000 4,641,000 

（輸送量はいずれも同橋の通過交通の数量） 

 
 
 定性的効果 

本プロジェクトの実施により、見込まれる定性的効果は以下の通りである。 

① 災害発生時にも円滑な物流・人の往来が確保され、当国の持続的経済発展に寄与する。 

② 対面交通が解消されることにより交通安全向上に寄与する。 

 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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[ 資 料 ]



 

 

 

調査団員氏名・所属 

(1) 現地調査時 

 

 

(2) 概略設計概要説明時 

COVID-19 の影響により JICA 調査団は現地派遣されず、Web 会議で先方と協議を実施した。 

 

 

 

氏  名 担  当 所 属 先・職 位 

福田 義夫 総  括 

JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信グループ 第一チーム 

専任参事 

中川 輝雄 業務主任／橋梁計画 セントラルコンサルタント（株） 

藤村  淳 副業務主任／橋梁計画 セントラルコンサルタント（株） 

関 康一郎 橋梁設計 セントラルコンサルタント（株） 

豊崎 真也 道路計画／道路設計 セントラルコンサルタント（株） 

千葉 靖之 交通量調査／社会状況調査 セントラルコンサルタント（株） 

梅野  順 河川計画 セントラルコンサルタント（株） 

古川 潤一 河川計画 セントラルコンサルタント（株） 

藤田 知己 環境社会配慮 セントラルコンサルタント（株） 

丸尾 祐治 
自然条件調査 

(地形・地質) 
セントラルコンサルタント（株） 

早田 輝俊 施工計画／調達事情／積算 セントラルコンサルタント（株） 

青木  聡 施工計画／調達事情／積算 セントラルコンサルタント（株） 

須田 裕哉 塩害対策アドバイザー 琉球大学 

神谷 和宏 
業務調整/環境社会配慮補助 

/社会状況調査補助 
セントラルコンサルタント（株） 

- 1 -



    

 

 

調査日程 

(1) 現地調査時 
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主要面談者リスト（2018 年 5 月調査時点） 

(1) フィジー側 

 インフラ・運輸省（Ministry of Infrastructure and Transport: MoIT） 

Lui Naisara Deputy Secretary Infrastructure 

Andrew Pene Director, Building & Government Architect Section, Operations 

Divisions 

Aseri Driu Transport Planning Analyst, Planning Section, Transport & Energy 

Division 

  

 フィジー道路公社（Fiji Roads Authority: FRA） 

Jonathan Moore Chief Executive Officer 

Michael Dale Head of Design & Procurement 

Charles Ward Head of Governance 

Robert Sen Chief Financial Officer 

Aram Goes General Manager Network Operations & Maintenance 

Nasir Khan Program Manager, Bridges & Jetties Section, Delivery 

Department 

Cesar Petines Senior Engineer, Bridges & Jetties Section, Delivery 

Department 

Samuela Tawakedrau Environment Officer, Environment Section, Governance 

Department 

  

 フィジー歳入関税庁（Fiji Revenue and Customs Service: FRCS） 

Muni Ranta Deputy Director Revenue Management 

  

 フィジー気象サービス（Fiji Meteorological Service） 

Viliame Vereivalu Principal Scientific Officer (Hydrology) 

Bipen Prakash Acting Principal Scientific Officer (Climate) 

Ravind Kumar Director 

  

 SOPAC(Fiji South Pacific Applied Geoscience Commission) 

Dorene Naidu Publications Officer 

  

 国土資源省国土測量庁（MINISTRY OF LANDS & MINERAL RESOURCES DEPARTMENT OF LANDS AND 

SURVEY） 

Tausie F. Atalifo Director Geospatial Information Management 
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(2) 日本側 

 日本国大使館 

大村 昌弘 特命全権日本国大使 

羽田 貢由 参事官 

山田 源太 一等書記官 

大平 弘太  二等書記官 

  

 JICA フィジー事務所 

大野 ゆかり 所長 

堧水尾 真也 次長 

池田 俊一郎 所員 

可児 淳美 企画調査員（広域社会・経済インフラ） 

Seema Chand ナショナルスタッフ 
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討議議事録（M／D） 

(1) 現地調査時 
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(2) 概略設計概要説明時 
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5. テクニカルノート 

(1) 1 回目 
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(2) 2 回目 
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Pier Station (m) N coordinate (m) E coordinate (m) Skew angle Azimuth angle

Pier P2 0+ 389.178536 3,876,597_616176 1,966,223.580509 89° 59'32.3" 75° 4717.3"

Picr P4 0+419.136179 1,966,230.930149 89° 56.6.6'' 75° 47'17.3・

2) The abutments of both bridges are set on almost the same plane (on t}le same line).

3) The distance between the edges ofthe abutments must be approximately lom, as described in

the first technical note (signed on April 30, 201E), in consideration ofthe effect of adjacent

construction.

3. Revetment plan

(l) Slope and type of revetment

l) The slope ofrevetment is I : 2.0 same as FRA Bridge.

2) The type of revetment is the same as FRA Bridge.

(2) Placement of revetment

I ) The revetment of Japan Bridge is matched to the end of the revetment of FRA Bridge.

4. Sharing of study and design data

I ) Design data and geological survey results must be shared for effective use in both designs.

5. Relocation ofelectric pole

I ) FRA relocates the electric poles that will hinder the construction ofJapan Bridge.

Suva,March 29,2019

Teruo Nakagawa

ChiefConsultant

Preparatory Survey Team

Japan Intemational Cooperation Agency

Japan

Jonathan M

Chicf Exccutive()ficer

F」 i Roads Authoriり

Rcpublic ofFiji

つ
４

3,876,568.574083
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(3) 3 回目 
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資料 6：事業内容見直しのための検討結果 

 

本協力準備調査においては、無償資金協力事業として妥当な事業規模とするために、2019

年 9 月から 2020 年 1 月にかけて検討を重ねた。主な内容は以下のとおりであり、これらの

検討を踏まえて採用したものが、第 3章（p165）に記載されているものである。 

 

１．検討事項 

① 自転車道（2.0m）を削除することにより総幅員の減少を図る。 

② 現計画の設計速度(60km/h）を 50km/h に低減することによりクロソイド曲線を削除すると共

に、視距拡幅を縮小し、もって上部工幅員の減少を図る。 

③ 架橋位置を現橋にシフトすることにより直線橋とし、張り出し長を縮小することにより上部

工主桁本数の低減を図る。 

④ 取付道路中心線を現道中心線に重ねることにより、土工数量を低減すると共に、軟弱地盤改

良範囲を縮小する。 

⑤ A1 橋台への側方流動による影響を杭基礎本体で抵抗させることにより、深層混合処理工法

は実施しない（ただし、杭本数は増加）。 

⑥ 飛来塩分に対する塩害対策として、下記の 4つの対策を実施しているため、さらなる対策

（エポキシ鉄筋、エポキシ PC鋼材、フライアッシュ等）は実施しない。 

a) 架橋位置として海岸線からの十分な距離（380m）を確保していること。 

b) 水面からの十分な縦断高（5.2m）を確保していること。 

c) 飛来塩分付着面積を低減させるべく表面積の少ない橋梁形式（PC スラブ橋）を採用してい

ること。 

d) 塩害を考慮したかぶりの確保(上部工 50mm、下部工 70mm)等の対策を実施していること。 

⑦ 轍掘れ等の対策として、下記の理由により改質アスファルトは実施しない。 

a) 十分な層厚を確保した舗装設計を実施していること。 

b) アフリカ等の過酷な条件下（非常に重たい過積載車、非常に高い路面温度等）にはないこ

と。 

c) 現道に轍掘れが生じていないこと。 

⑧ 橋脚等の施工後に締切り鋼矢板を埋め殺すことにより、仮桟橋の形状（規模）を縮小する。 

⑨ 仮締切りの形状を見直し、その規模を縮小する。 

⑩ 護岸形状の見直しを実施すると共に、その規模を縮小する。 

 

  

- 97 -



２.主要な検討事項についての見解 

1) 自転車道の削除 

① 現計画では両橋（本橋、新 FRA 橋）に歩道（2.0m）が設けられているため、自転車道が無

くても自転車は歩道を通行できること。 

② 歩行者の占有幅は 0.75m（必要幅 0.5m+余裕幅 0.25m）、自転車の占有幅は 1.0m（必要幅

0.6m+余裕幅 0.4m）であり、両者がすれ違う時の占有幅は 1.75m となるため、幅員 2m の歩

道は自転車の通行が可能であること。 

③ 歩行者通行量は平日 65人/日、休日 44 人/日と少ないため、歩道を自転車が通行しても特

に問題はないこと。 

2) 設計速度の 60km/h から 50km/h への変更 

① 現在のタマブア・イ・ワイ橋の橋梁位置で制限速度 30km/h、橋梁からスバ市内方向で

50km/h であること。 

② スバ市内の制限速度は 50km/h であること。 

3) 深層混合処理の不採用 

① 円弧すべり解析を実施し、得られた側方流動圧を杭に作用させ、杭の安定計算を実施し

て、橋台の安全性を検証していること。 

② 上記①の安定計算結果より、杭本数を 1列（4本）増やして対応していること。 

4) 塩害対策 

① 架橋位置として海岸線からの十分な距離（380m）を確保していること。 

② 水面からの十分な縦断高（5.2m）を確保していること。 

③ 飛来塩分付着面積を低減させるべく表面積の少ない橋梁形式として T桁形式に代わり PC

スラブ橋を採用していること。 

④ 塩害を考慮したかぶりの確保(上部工 50mm、下部工 70mm)等の対策を実施していること。 

⑤ 以上の点から、通常の点検作業を行い、維持管理を実施すれば支障はないこと。 

5) 改質アスファルト舗装の不採用 

① 十分な層厚を確保した舗装設計を実施していること。 

② アフリカ等の過酷な条件下（非常に重たい過積載車、非常に高い路面温度等）とは異なる

こと。 

③ 現道に轍掘れが生じていないこと。 

以上 
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